
東京会場アンケート
集 計 結 果
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職業構成

１ 年齢構成

① 20歳未満 0 人
② 20歳代 18 人
③ 30歳代 20 人
④ 40歳代 24 人
⑤ 50歳代 24 人
⑥ 60歳以上 21 人
年齢不詳 1 人

①20歳未満 0%

②20歳代 17%

③30歳代
　19%

④40歳代 22%

⑤50歳代
22%

⑥60歳以上
19%

年齢不詳 1%

２
① 学生 4 人
② 会社員 43 人
③ 公務員 20 人
④ 自営業 4 人
⑤ その他 33 人
無回答 4 人 ④自営業 4%

①東京都内
　54%②都外 45%

③公務員 18%

⑤その他 30%

無回答 4%

住まい３
① 東京都内 58 人
② 都外 49 人
無回答 1 人

本シンポジウムを知ったきっかけ（複数回答）４
① 新聞広告 26 人
② チラシ 24 人
③ インターネット 17 人
④ メールマガジン 7 人
⑤ 知人・家族 21 人
⑥ その他 13 人
無回答 2 人

①学生 4%

②会社員
　40%

本シンポジウムについて５

① 大変満足 62 人
② まあ満足 37 人
③ やや不満足 3 人
④ 大変不満足 0 人
無回答 6 人

①大変満足
　57%

②まあ満足
　34%

③やや不満足 3%
④大変不満足 0% 無回答 6%

（１）全体満足度

無回答 1%
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 無回答

13
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（2）自由記入欄より

佐藤かよさんの講演がよかった。自分の話だけではなく、仲間に将来の道筋を残したという点で参考になるこ
とが多々あった。自分の知り合いのビアンも将来像がなく、やさぐれていたので。最近、名古屋でも大学生の
サークルがLGBTをテーマに活動をするようになっているので、そういう団体にもっと声が届いてほしいと思い
ます。これから「将来」を歩む年代なので！！
荘島先生のお話が特に印象的でした。私は教員現場にいる者です。金八先生等でGIDについては取り上げられ
るほど、現代では身近になりつつある問題について、子どもたちとしっかり向き合いたいと思っているので、
実際にスクールカウンセラーとしてもご活躍されていたので、説得力があり、関心、興味が高まりました。佐
藤かよさんの幼少期から現在に至るまでの話をしてくださったことも、大変貴重で思い出すのも苦であろうこ
とについても、明るく講話してくれたのでよかったです。
当事者達を支援するためにどうしたらよいか、また、その当事者達の背景や社会の支援などの制度について知
ることができてよかった。パネルディスカッションで、自分では気付けなかった問題点を指摘する方がおり、
自分の視野が広まり、大変タメになった。また、性的指向についても、自分ではよく知っているつもりだったが、
意外に知らなかったところもあり、理解を深めることができた。
医師（山口先生）のお話が特に良かった。他の研修会やシンポジウムでは実際に医療にたずさわっている方の
機会がなかったので満足しています。
柳橋さんのお話が複雑な概念をわかりやすくまとめて頂いたので良いと思います。多少のユーモアもあり、楽
しみました。
会場からの質問に、丁寧にお答えいただくようにしていただいたパネルディスカッションはよかったと思いま
す。トークは大変良かったです。
虎井さんのお話が現実的で、わかりやすく思う。ジェンダーの問題ではなく、心に正直に向き合った生き方に
共感を持ちます。
ＧＩＤ当事者としては、基礎的なものであまりプラスにはならなかったように感じました。セクシュアル・マイ
ノリティに理解のない方々向けのものと感じました。佐藤かよさんの体験は本当に良かったです。

本シンポジウム参加以前に、人権問題についてどのくらい関心や理解があったか６
① おおいにあった 58 人
② 少しはあった 39 人
③ まったくなかった 9 人
無回答 2 人 ①おおいに

　あった
　54%

③まったく
　なかった 8%

無回答 2%

②少しはあった
　36%

①大変
　深まった
　54%②まあ深まった

　37%

③あまり深ま
　らなかった

　4%

④まったく深まら
　なかった 0%

無回答 5%

本シンポジウムに参加して、人権問題についての関心や理解は深まったか７
① 大変深まった 58 人
② まあ深まった 40 人
③ あまり深まらなかった 4 人
④ まったく深まらなかった 0 人
無回答 6 人

※主な回答を抜粋
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②知らなかった
50%

①知っていた 
　44%

様々な立場から、セクシュアル・マイノリティにアプローチというか、報告することは、ある意味では視野が
広がりよいが、「人権」ということであれば、当事者の人にどんなことで困っているか、どんなところで人権を
侵害されることがあると感じるのかを話してもらう様々な立場のパネラーや報告者がいても良いのでは。共通
の問いやイシューをいくつか用意し、それぞれの立場から話す等のほうが良かったかも知れません。佐藤かよ
さんの話だけでも良かったかも。佐藤さんから、いくつかのあらかじめ決めた視点から話をしてもらうフロア
も交えてのよりオープンなトーク感覚の時間を設け、その中でセクシュアル・マイノリティの人権について随
時掘り下げると、佐藤さんへの話もより生かされると思いました。
国（法務省 etc.）、行政がこのような活動に取り組んでいることが、ＬＧ－ＢＴ当事者として励みになりました。
これからも一層の啓蒙・支援活動をよろしくお願い致します。
制度や社会の仕組み、そして法がどれだけ差別や偏見、そして　あるいは避けることをしているかが如実に分っ
た。多数の論理や社会合意形成がどれだけ、一人ひとりが活き活きと暮らすことができるようになるのか考え
たいと思う。生活と生きるために、自己を変化させることが余りにも強制されているのではないのか。法は平
等だと、あるジェンダー社会学者は言ったが、そうではないことを改めて確認できたことが、今日の収穫である。
来てよかったです。
どんな人もあるがままに、受容することが「人権」という言葉が、とても心に残りました。なんとなく、考え
ていたことは、そういう概念として規定できるのかと知りました。これからの仕事にも生かしていきたいと思
います。

今回のシンポジウムについてのご意見や今後開催して欲しいテーマなど（自由記入）10

国や地方自治体が、広く人権啓発事業を行っている
ことは知っていたか９

① 知っていた 48 人
② 知らなかった 54 人
無回答 6 人

無回答 6%

※主な回答を抜粋

本シンポジウムに参加して、何か行動しようと思ったか（複数回答）８
① 当事者支援を行いたい 20 人
② 人権問題に関心を持ち、偏見を持ったり、差別をしない
　 ようにしたい 52 人

③ 人権問題について、もっと知識を深めたり、勉強したり
　 する機会を持ちたい 48 人

④ 今回のイベントの内容を、友達や家族に説明し、話し合
　 いたい 30 人

⑤ ほかの人権問題に関するイベントにも、機会があれば参
　 加したい 30 人

⑥ その他 9 人
無回答 10 人

20

52
48

30 30

10

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 無回答

9

⑥その他の内容

20歳代 ◦むしろ当事者の意識を合理的理由をもって批判したいと思うようになった。当事者をぬるまゆ湯につからせ
　るリスクもあると思うので。

30歳代
◦性同一性障害に関する地方の環境を少しでも整備できるよう協力したい。
◦当事者として LGBT の人権活動の活動を行いたい。
◦既に性的少数者向けの活動をしています。
◦今回学んだことを意識して日常的に話したい。

40歳代
◦Salon de Canaria として活動中です。
◦セクシュアル・マイノリティのＮＰＯ法人と設立予定
◦自分の体験も同じ様な状態でしたので、肌で感じて再確認しました。マイノリティの立場の底上げをしてい
　こうと思います。
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東京会場  広報内容

№ 事　　項 実施内容

1 新聞広告 ◦読売新聞東京本社版夕刊、朝日新聞都内版・武蔵野版、毎日
新聞都内版、日本教育新聞に新聞広告（半５段）を掲載。

　○平成24年10月８日（日）掲載
　　日本教育新聞
　○平成24年10月13日（土）掲載
　　読売新聞東京本社版夕刊
　　朝日新聞都内版・武蔵野版
　　毎日新聞都内版
　○平成24年10月20日（土）掲載
　　毎日新聞都内版
　　※新聞広告の掲載内容等については、159ページ参照。

2 広報用チラシの配布 ◦広報用チラシを関係機関等に配布、掲出を依頼。
　東京法務局（500部）
　全国の法務局・地方法務局（245部）※東京法務局を除く
　東京都及び都内教育委員会（750部）
　港区（120部）
　東京都内市区（580部）※港区を除く
　後援団体（140部）
　その他、全国の自治体などに配布。
　　※チラシ印刷部数：12,700部

3 イベント情報サイトへの
広報記事掲載

◦インターネット上のイベント情報サイトに広報記事を投稿、
掲載。

4 メールマガジンの配信 ◦本シンポジウムの開催を案内するメールマガジンを計２回配
信。

5 人権ライブラリーホーム
ページへの広報記事掲載

◦人権ライブラリーホームページのイベント情報コーナーに広
報記事を掲載。

6 人権センターホームペー
ジへの広報記事掲載

◦人権センターホームページのイベント情報コーナーに広報記
事を掲載。

7 各種ボランティア団体等
への案内メール配信

◦都内を中心とした各種ボランティア団体等に対して、案内
メールを配信。

8 登壇者関係機関ブログ等
に広報記事を掲載

◦「佐藤かよオフィシャルブログ」に広報記事を掲載。
◦エイジアプロモーション（佐藤かよさん所属事務所）ホーム

ページに広報記事を掲載。
◦ナグモクリニックGIDセンター山口悟さんのブログに広報記事

を掲載。

広報実績
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平成24年10月８日　朝刊掲載
日本教育新聞　部数：239,774部

平成24年10月13日　掲載
読売新聞　東京本社版　夕刊　部数：2,100,317部
朝日新聞　都内版・武蔵野版　部数：866,786部
毎日新聞　都内版　部数：229,951部

平成24年10月20日　朝刊掲載
毎日新聞　都内版　部数：229,951部

新聞広告
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会場風景

人権シンポジウム in 東京の模様は、YouTube人権チャンネルにおいて、動画を配信した。
http://www.youtube.com/jinkenchannel

コーディネーターを務めた
横田洋三さん

佐藤かよさんのトークショー

YouTube人権チャンネル

山口悟さんの基調報告荘島幸子さんの基調報告

虎井まさ衛さんの基調報告柳橋晃俊さんの基調報告

東京会場  実施内容の周知



− 161 −

平成24年度 人権シンポジウム  東京会場

採録記事

人権シンポジウム

in 東京
性の多様性を考える
～ 性 的 指 向と性 同 一 性 障 害 ～

企画・制作　朝日新聞社広告局 広告特集

同性愛をはじめとする性的指向や、心と体の性別が一致しない性同一性障害について、悩み苦しんでいる人は決して少なくありません。
10月28日、東京・虎ノ門のニッショーホールで、性の多様性に関するシンポジウムが開催されました。
会場からは数多くの質問も寄せられ、様々な観点から性的指向と性同一性障害について考える、貴重な機会となりました。

　
私
は
男
の
子
と
し
て
こ
の
世
に
生
を
授
か

り
ま
し
た
。幼
少
期
か
ら
女
の
子
と
お
人

形
遊
び
を
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
私
に
は
、

周
囲
の
大
人
か
ら
冷
た
い
視
線
が
注
が
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。何
と
も
い
え
な
い
居
心

地
の
悪
さ
を
感
じ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。そ
の
後
、黒
の
ラ
ン
ド
セ
ル
、学
ラ
ン
、

体
育
の
授
業
な
ど
、苦
痛
に
感
じ
る
こ
と
は

増
え
て
い
き
ま
し
た
が
、そ
れ
を
親
や
先
生

に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。や

が
て
中
学
校
は
休
み
が
ち
に
な
り
、「
死
ん

で
女
の
子
に
生
ま
れ
変
わ
り
た
い
」と
さ
え

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、母
と
け
ん
か
し
て
家
出
を
し
た

私
は
、そ
れ
ま
で
我
慢
し
て
い
た
女
の
子
の

フ
ァッ
シ
ョン
や
ヘア
メ
ー
ク
を
す
る
よ
う
に
。正

直
、今
ま
で
の
14
年
間
よ
り
も
ず
っ
と
楽
し
く

解
放
的
な
日
々
で
し
た
。数
カ
月
後
、そ
の
ま

ま
の
姿
で
家
に
戻
っ
た
私
に
母
は
た
だ
一
言
、

「
ど
ん
な
生
き
方
で
も
、元
気
で
い
て
く
れ
さ

え
す
れ
ば
いい
」と
。こ
の
と
き
を
境
に
、私
は

母
に
何
で
も
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
、病

院
で
の
ホ
ル
モ
ン
治
療
も
開
始
し
ま
し
た
。

　
名
古
屋
で
の
モ
デ
ル
活
動
が
軌
道
に
乗

り
始
め
た
頃
、事
務
所
の
社
長
や
親
友
に

本
当
の
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。み
ん
な
は
驚

き
つ
つ
も
、「
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

「
か
よ
な
ら
で
は
の
魅
力
が
仕
事
で
も
出
せ

る
は
ず
」と
、あ
た
た
か
く
受
け
入
れ
て
く

れ
て…

…

。常
に
心
の
片
隅
に
あ
っ
た
闇
の

よ
う
な
も
の
が
消
え
て
、私
は
人
生
で
初
め

て
、本
当
に
深
い
人
間
関
係
を
築
け
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。

　
同
じ
境
遇
で
悩
ん
で
い
る
皆
さ
ん
も
ど
う

か
、偏
見
や
差
別
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、「
自

分
は
ど
う
生
き
た
い
か
」を
大
切
に
、強
く

心
を
も
って
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　　
普
段
、あ
ま
り
表
立
っ
て
議
論
さ
れ

な
い
テ
ー
マ
を
、人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
喜
ば
し
く

思
い
ま
す
。

　
性
の
多
様
性
に
ついて
の
問
題
は
、他
の

人
権
問
題
と
同
様
に
、「
あ
る
が
ま
ま
の
、

尊
厳
あ
る
人
間
と
し
て
認
め
る
」と
い
う

姿
勢
が
ま
ず
何
よ
り
大
切
で
す
。ま
た
、

こ
れ
は「
当
事
者
」側
の
問
題
で
は
な
く
、

制
度
や
法
律
、世
の
中
の
価
値
観
と
いっ

た「
社
会
」の
側
が
抱
え
る
問
題
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
を
深
め
つ

つ
、社
会
の
意
識
や
制
度
を
変
え
て
い
け

る
よ
う
、み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

主催：法務省／全国人権擁護委員連合会／東京法務局／東京都人権擁護委員連合会／公益財団法人人権教育啓発推進センター
後援：東京都／特別区長会／東京都市長会／東京都町村会／朝日新聞社／毎日新聞社／産経新聞社／日本経済新聞社／東京新聞／共同通信社／時事通信社／NHK／フジテレビジョン／テレビ東京／ニッポン放送／TOKYO FM／J－WAVE

モデル／タレント

佐藤かよさん

「
Ｒｅ-

ｂｏｒｎ 

〜
生
ま
れ
変
わ
る
」

［コーディネーター］

公益財団法人 人権
教育啓発推進センター
理事長

横田洋三さん

●
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
心
と
体
の
性
別
に
違
和

を
持
つ
性
同
一
性
障
害
の

子
ど
も
の
発
達
に
は
三
つ

の
段
階
が
あ
り
ま
す
。第

１
は
、「
自
分
が
何
者
で
あ

る
か
」を
認
識
す
る
段
階
。

第
２
に
、望
む
性
で
生
き

る
た
め
の
社
会
的
・
医
療

的
な
措
置
を
始
め
る
段

階
。第
３
に
、新
し
い
性
で

の
生
活
に
順
応
す
る
段
階

で
す
。

　
通
常
、第
１
段
階
を
通

過
す
る
に
は
、と
て
も
長
い

時
間
を
要
し
ま
す
。こ
の

間
に
、友
達
関
係
を
う
ま

く
作
れ
ず
疎
外
感
や
い
ら

だ
ち
を
覚
え
た
り
、い
じ
め

の
対
象
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
も
、周
り
の
誰
か

に
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ

る
子
ど
も
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
。〝
普
通
〞の
カ
テ
ゴ

リ
ー
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と

を
自
覚
し
、そ
れ
を
た
っ
た

一
人
で
受
け
入
れ
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
は
、本
当
に
過
酷
な

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
性
に
ま
つ
わ

る
こ
と
を
一
部
で
も
さ
ら

け
出
す
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
れ
は
第
１
段
階
か
ら
第

２
段
階
へ
と
移
行
し
つ
つ

あ
る
サ
イ
ン
で
す
。驚
く

気
持
ち
を
抑
え
、否
定
や

ご
ま
か
し
を
せ
ず
、じ
っ

く
り
話
を
聞
い
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。そ
し
て
、こ
れ

ま
で
生
き
抜
い
て
き
た
こ

と
を
ね
ぎ
ら
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。彼
ら
の
理
解

者
が
一
人
で
も
多
く
増
え

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

　
恋
愛
感
情
や
性
的
な
関

心
の
向
く
先
を
示
す
概
念

を「
性
的
指
向
」と
い
い
ま

す
。異
性
への
恋
愛
感
情
な

ら「
異
性
愛
」、同
性
な
ら

「
同
性
愛
」、両
方
に
向
く

場
合
は「
両
性
愛
」で
す
。

こ
れ
ら
の
性
的
指
向
は
、自

分
の
意
思
で
決
め
ら
れ
る

も
の
で
は
な
く
、ま
た
、ど
の

性
的
指
向
も
等
し
く
価
値

を
も
って
い
る
も
の
で
す
。

　
今
の
日
本
社
会
は
、完
全

に「
異
性
愛
」を
前
提
と
し

て
成
り
立
って
い
ま
す
。「
同

性
愛
」の
場
合
を
例
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。ま
ず
、諸

外
国
で
広
が
り
つつ
あ
る
同

性
婚
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

な
ど
の
制
度
は
一
つ
も
整
っ

て
い
ま
せ
ん
。職
場
で
知
ら

れ
れ
ば
、様
々
な
不
利
益
を

受
け
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。異
性
愛
者
と
同
様
に

情
報
を
得
た
り
、経
験
を

共
有
し
た
り
す
る
こ
と
も

困
難
で
す
。

　
今
後
、多
様
な
性
的
指

向
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
が
進

め
ば
、こ
の
よ
う
な
社
会
は

変
わ
って
い
く
で
し
ょ
う
。そ

の
際
に
大
切
な
の
は
、ま
ず

本
人
が
、自
分
の
性
的
指

向
を
き
ち
ん
と
自
己
受
容

で
き
て
い
る
こ
と
。そ
し
て
、

相
手
に「
自
分
を
同
性
愛

者
と
し
て
扱
って
ほ
し
い
」と

い
う
意
志
を
伝
え
る
こ
と
で

す
。カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
は
、そ

の
後
の
互
い
の
関
係
性
を
も

変
え
て
い
く
こ
と
な
の
で

す
。誰
も
が
自
分
の
性
的

指
向
に
基
づ
い
て
、自
由
に

生
き
ら
れ
る
社
会
で
あ
って

ほ
し
い
と
思
って
い
ま
す
。

多
様
な
性
的
指
向
を
受
容
す
る
世
の
中
に

子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
っ
て
ほ
し
い

教
育
現
場
や
社
会
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い

医
師
の
も
と
で
適
切
な
身
体
治
療
を

　
私
は
10
年
以
上
に
わ
たっ

て
、性
同
一
性
障
害
の
方
の

治
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。治
療
法
は
ホ
ル
モ
ン
療

法
と
外
科
療
法
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

　
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
す
れ

ば
、声
の
高
さ
や
体
毛
の

量
、脂
肪
や
筋
肉
の
つ
き
方

な
ど
に一
定
の
変
化
が
見
ら

れ
ま
す
。さ
ら
に
昨
今
は
、

中
学
生
な
ど
の
若
年
者
を

対
象
に
、ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

を
ブ
ロッ
ク
す
る
薬
を
投
与

し
て
第
二
次
性
徴
を
抑
え

る
治
療
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。た
だ
し
、こ
の
治
療
の

長
期
的
経
過
は
不
明
で
す

し
、倫
理
的
に
も
議
論
の

余
地
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
外
科
療
法
は
、一
般
に

「
性
別
適
合
手
術
」と
い
わ

れ
、卵
巣
や
精
巣
を
取
り

除
く
生
殖
腺
切
除
手
術

と
、外
陰
部
の
形
状
を
反

対
の
性
に
近
似
さ
せ
る
手

術
に
分
け
ら
れ
ま
す
。さ

ら
に
乳
房
や
顔
面
な
ど
の

形
成
手
術
も
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
治
療
も
、患
者

さ
ん
の
年
齢
や
体
形
な
ど
に

よって
成
果
に
は
個
人
差
が

あ
り
、医
師
と
の
綿
密
な
相

談
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、体
が
男
性
で
女

性
の
心
を
も
っ
た
人
に
対

す
る
Ｍ
Ｔ
Ｆ
性
別
適
合
手

術
で
は
、神
経
等
を
温
存

し
た
陰
茎
切
除
、膣
形
成

と
い
う
特
に
大
き
な
難
所

が
あ
り
ま
す
。執
刀
医
が

き
ち
ん
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

き
る
体
制
を
国
内
に
整
え

て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と

感
じ
ま
す
。

　
私
が
自
分
の
性
別
に
違

和
感
を
抱
き
始
め
た
の
は

２
歳
半
の
頃
で
し
た
。10

歳
で
治
療
を
決
意
し
、大

学
卒
業
後
す
ぐ
に
、ア
メ

リ
カ
で
手
術
を
受
け
ま
し

た
。ま
だ「
性
同
一
性
障

害
」と
い
う
言
葉
す
ら
な
い

頃
の
こ
と
で
す
。

　
近
年
、日
本
の
社
会
で

は
短
期
間
で
ず
い
ぶ
ん
進

展
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。１
９
９
６
年
に
埼

玉
医
科
大
学
倫
理
委
員

会
が
性
転
換
を
は
じ
め
と

す
る
治
療
を
す
る
と
発

表
。２
０
０
１
年
に
は
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ「
３
年
Ｂ
組
金
八

先
生
」で
、上
戸
彩
さ
ん
が

私
を
モ
デ
ル
に
し
た
役
を

演
じ
、社
会
的
な
認
知
も

広
が
り
ま
し
た
。
04
年
に

は
一
定
の
条
件
下
で
戸
籍

の
性
別
も
変
更
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
は
、性
同
一
性
障

害
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る

年
齢
が
下
が
っ
て
お
り
、10

歳
代
前
半
か
ら
始
め
ら
れ

る
治
療
も
あ
る
と
い
い
ま

す
。ま
た
、小
中
学
校
の
先

生
方
の
理
解
も
広
ま
り
つ

つ
あ
り
、体
と
異
な
る
性
別

で
の
入
学
が
認
め
ら
れ
て
い

る
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。そ
れ
で
も
依
然
と
し

て
、引
き
こ
も
り
や
自
傷
・

自
殺
に
向
か
う
ケ
ー
ス
は

非
常
に
多
い
の
が
実
情
で

す
。子
ど
も
を
は
じ
め
、性

同
一
性
障
害
に
苦
し
む
人

た
ち
が
、安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
作
る
た
め
に
、今

後
も
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

尊
厳
あ
る
人
間
と
し
て

認
め
あ
え
る
社
会
へ

　　
本
年
８
月
に
、内
閣
府
は「
人
権
擁
護
に
関
す

る
世
論
調
査
」を
実
施
し
、性
的
指
向
や
性
同

一
性
障
害
な
ど
に
関
し
、ど
の
よ
う
な
人
権
問

題
が
起
き
て
い
る
と
思
う
か
を
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
差
別
的
な
言
動
を
さ
れ
る
」と
い
う

人
権
問
題
が
起
き
て
い
る
と
答
え
た
方
の
割
合

は
、性
的
指
向
に
関
し
て
は
全
体
の
約
４
割
、性

同
一
性
障
害
者
に
関
し
て
は
全
体
の
約
３
割
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、人
権
尊
重
の
正
し
い

理
念
が
必
ず
し
も
十
分
に
定
着
し
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
法
務
局
、地
方
法
務
局
及
び
人
権
擁
護

委
員
を
中
心
と
す
る
法
務
省
の
人
権
擁
護
機

関
で
は
、こ
の
よ
う
な
差
別
を
な
く
す
べ
く
、学

校
や
地
域
社
会
、職
場
な
ど
で
、様
々
な
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。本
日
は
、「
性
」と
い

う
誰
に
とって
も
身
近
で
大
切
な
テ
ー
マ
に
つい
て

改
め
て
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

法務省人権擁護局長

萩原秀紀さん

人
権
尊
重
の
浸
透
を

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

動
く
ゲ
イ
と
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
会 

理
事
　

柳
橋
晃
俊
さ
ん

Ｆ
Ｔ
Ｍ
日
本
主
宰
／
立
教
大
学
非
常
勤
講
師
　

虎
井
ま
さ
衛
さ
ん

独
立
行
政
法
人 

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
研
究
所
　

荘
島
幸
子
さ
ん

ナ
グ
モ
ク
リ
ニッ
ク
名
古
屋
院
長
／
Ｇ
Ｉ
Ｄ
セ
ン
タ
ー
長
　

山
口 

悟
さ
ん

│紙│上│採│録│

●このシンポジウムの模様は、動画共有サイト「YouTube」の「人権チャンネル」でご覧いただけます。　http://www.youtube.com/jinkenchannel

平成24年12月２日（日）の朝日新聞・朝
刊において、人権相談窓口等の広報記事
とともに、人権シンポジウム in 東京の
採録記事（上10段）と人権週間広告（下
５段）が掲載された。※モノクロ

平成24年12月２日（日）の毎日新聞・朝
刊において、人権相談窓口等の広報記事
とともに、人権シンポジウム in 東京の
採録記事（上10段）と人権週間広告（下
５段）が掲載された。※カラー
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